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はじめに　

福岡県におけるトルコギキョウ生産
は，年間の生産本数が約 950 万本（平
成 28 年花き生産出荷統計，表 -1）で
あり，熊本県，長野県に次ぐ産地であ
る。トルコギキョウ生産は昭和 40 年
代より福岡市西区の北崎地区で始ま
り，当時は 6 ～ 7 月出荷作型が主で
あった。平成元年より宗像地区，つい
で北崎地区で冷房ハウスを用いた夏
期の冷房育苗が行われるようになり，
10 ～ 12 月出荷作型の生産が増加し
始めたが，作付けされた品種の中には，
順調に抽たいや発蕾が行われず，切り
花品質が劣る，開花期が安定しないな
ど安定生産が困難な品種も含まれてい
た。その後，平成 12 年に吸水種子の
低温処理（谷川ら 2002）による発芽，
抽たいの促進効果が報告され，生産現

場では吸水種子の低温処理と冷房育苗
を組み合わせた秋期出荷作型における
安定生産技術が確立し，温暖地におけ
る 10 ～ 11 月出荷産地としての地位
を確立した。県内の主要な産地として
は，福岡地域の「糸島・北崎」，北筑
前地域の「宗像」，筑豊地域の「若宮」，

「田川」，久留米地域の「三井」があ
り，10 ～ 11 月の秋期出荷作型，3 ～

5 月の春期出荷作型が主要な作型であ
る（図 -1）。本県は冬期の日照量が少
なく，冬期出荷作型は栽培が難しいこ
と，暖房経費の負担が大きくなること
などから生産は少ないが，筑豊地域の
若宮地区では積極的に周年生産を行い
産地のブランド化に努めている。
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　表 -1　平成 28 年産トルコギキョウの都道府県別作付面積および出荷量 ( 抜粋 )

　図 -1　福岡県におけるトルコギキョウの主要作型
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1. 福岡県における栽培体系　

（1）秋期出荷作型の概要

10 ～ 11 月の秋期出荷作型（図 -1）
は，生育期間が高温期を経過する作型
であり，草丈，側枝数の確保など，切
り花品質の向上が重要な課題となる。
出荷時期は高冷地で生産されるトルコ
ギキョウと切り替わる形が理想的であ
るが，気象条件にも左右されるため，
開花期が早まり 9 月下旬頃から始まる
場合が多い。そのため，出荷期が重なっ
た場合，高冷地産と品質が比較される
ことや，出荷始めの単価がその後の単
価に影響を与えやすいことなどから，
出荷始めの切り花品質向上についても
課題となっている。

自家育苗の場合は，定植の 3 ヶ月
以上前から作業が始まる。セルトレー
に播種後，水稲育苗箱などに載せ，低
温処理期間中に育苗用土が乾燥しない
ようビニルやポリマルチなどで被覆
し冷蔵庫に入庫する。10℃・5 週間
の種子低温処理を行った後（谷川ら 
2002），昼間 25℃／夜間 15℃目安に
管理した冷房ハウス内で約 2 ヶ月間
育苗を行う（図 -2）。冷房ハウスは高
温期の冷房負荷を軽減する目的で，寒
冷しゃなどの遮光資材を 2 枚程度展
張する生産者が多く，天候に応じて 2
層目を開閉するなど，ハウス内の光量
を調節できるよう工夫がなされてい

る。自家育苗は，冷蔵庫や冷房育苗ハ
ウスの設備投資や育苗の手間はかかる
ものの，種苗費の削減や品種に応じた
肥培管理，スケジュール管理ができる
ことなどから導入する生産者も少なく
ない。また，本県では JA 田川が運営
する育苗センターで種子低温処理，冷
房育苗を行った定植苗を購入すること
ができ，多くの生産者が活用している。

定植は 7 月中旬～ 8 月中旬の高温
期となるため，栽培ハウスでは定植前
に寒冷しゃの被覆を行い，地温を下げ
る必要がある。トルコギキョウは光飽
和点が 1,600μmol/m2/s と高い植物

（佐藤ら　2001）であるため，苗の活
着後は光量を確保することが重要であ
り，生産現場では初期生育を促す目的
で定植 2 ～ 3 日程度を目安に被覆の
除去を行うように推奨している。栽植
密度は 110 本／ 3.3㎡が推奨されてお
り，10cm 角 6 マスフラワーネットに
中 2 条空きの 4 条植えが基本となるが

（図 -3），ハウスの形状，資材の状況に
応じ，生産現場では様々な栽植様式が
とられている。しかしながら，過度な
密植は株当たりの採光性が低下するこ
とや，整枝・摘蕾などの作業性が低下
することなどから望ましくない。灌水
設備は各圃場の設備状況にもよるが 2
パターン設置している場合が多く，生
育前半は頭上灌水やエバーフローなど
を用いて多量に灌水できるようにし，
生育後半は頭上灌水では側枝が折れる
場合があることや，灌水量を控えるた

めに点滴チューブなどが用いられてい
る。初期の肥培管理は生産圃場の土壌
条件，灌水条件により異なるため一概
に述べることはできないが，側枝数を
確保するために，定植から 1 週間以内
に液肥などで追肥が行われることが多
く，その後も生育を見ながら適宜施用
されている。また，生育期に問題とな
ることがある葉先枯れ（チップバーン）
対策については，循環扇による送風，
天候不順前後は灌水を控える，施肥を
制限することなどにより対応されてい
るが，品種によって発生に多少がある
ため，品種特性を把握し品種に応じた
管理が求められる。また，昼間の高湿
度条件が発生を助長することが明らか
にされており（牛尾・福田 2015），栽
培，ハウス管理によって昼間の湿度を
下げることが重要である。

整枝作業は生育に応じて適宜行われ
るが，地際から発生する側枝は早期に
取り除いておき，頂花蕾が確認できる
頃から，県内の秀規格である「3 枝 3
輪 2 蕾」を目標に枝の整理，仕立て
が行われる。高温期であるため，主茎
から一次側枝を 3 本確保することは
難しい場合があり，二次側枝を 3 本
以上を確保することが多い。また，圃
場内での摘蕾作業（図 -4）が一般化
しており，頂花蕾や一次小花は草丈確
保や各側枝間の蕾の開花を揃える目的
で，高次小花については，出荷に不要
な花蕾を早期に摘蕾することで，切り
花品質の向上，ブラスチング発生の軽

　図 -2　生産現場の冷房育苗ハウス 　図 -3　定植 10 日後のトルコギキョウ 　図 -4　トルコギキョウの摘蕾
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減を目的として行われている。ブラス
チングの発生などにより開花が揃わな
い場合や出荷期を遅らせる目的で花蕾
の摘み上げ（二次小花を開花させる予
定であった切り花について，二次小花
を摘蕾し，三次小花を咲かせる蕾とす
ること）を行う場合もあるが，過剰な
摘み上げを行うと草姿が乱れるため，
必要以上に行うことは望ましくない。

出荷方法は各産地により異なるが，適
切な水揚げを行った後，下葉を取り除き
10 本 1 束とし，等階級に応じて 30 ～
40 本を結束する。穴あきのセロファン
などを用いて花の部分を包み，結束部に
給水資材を着け，ガムテープなどを用い
て出荷箱に固定し，縦箱湿式の輸送形態
で出荷が行われている（図 -5）。

（2）春期出荷作型の概要

3 ～ 5 月の春期出荷作型（図 -1）
では，本県は冬期の日照量が少ないこ
となどから，花蕾が枯死するブラスチ
ングの発生による開花遅延が安定生産
上の課題となることが多い。また，定
植以降低温期に向かう作型であるた
め，栽培管理により生育不良や花芽分
化の遅延など問題が発生しやすい作型
である。播種や育苗，定植などは基本

的には秋期出荷作型と同様の手順で行
われているが，近年は早期に定植を行
い，年内に生育を進め，冬期を低温管
理で経過する「低コスト春期出荷作型」
が普及しているため，その作型および
現地での普及拡大について紹介する。

「低コスト春期出荷作型」の原型は，
筑豊地域の篤農家で行われていた栽
培方法であり，9 ～ 10 月に定植を行
い，年内に頂花蕾を発蕾させる。その
後，1 ～ 2 月の厳寒期は 5℃もしくは
二重被覆による保温のみで生育を停滞
させ，目的とする出荷時期から逆算し
て加温を開始し，4 ～ 5 月に出荷を行
うというものである。本県のトルコギ
キョウ生産においても労力分散，春期
の出荷量確保，市場の出荷要望なども
あり 3 ～ 5 月の生産量の増加が求め
られていた。そのため，本県の専門技
術員を中心として，普及指導センター，
農林業総合試験場および JA 全農ふく
れんをメンバーとするトルコギキョウ
プロジェクトの活動の一環として，3
～ 5 月の春期出荷作型の安定生産を
目的とし，事例調査，栽培マニュアル
の作成など，「低コスト春期出荷作型」
の技術確立および現地における技術の
普及拡大に向けて取り組んだ。

基本的な温度管理の考え方などポイ
ントについて以下の通りである。第一
に充実した苗を日照量の確保しやすい
9 月下旬から 10 月上旬に定植し初期
生育を促す。また，定植直後から夜明
け前や暗期中断などの電照を行うとと
もに，作付けする品種の特性，生育状
況に応じて加温し，円滑な頂花蕾の花
芽分化，発蕾を促す。第二に，商品花
蕾（開花させる予定の花蕾）の発蕾を
確認後，夜間の管理温度を段階的に 5
～ 8℃程度まで下げ，生育を停滞させ
商品花蕾のブラスチングを防止する。
第三に，切り花として出荷する場合の
不要な枝，花蕾は圃場内で適宜整理を
行うことで，切り花品質の向上，花蕾
のブラスチング軽減を図る。最後に，
開花期は花弁の発達，着色，花シミ予
防のために加温温度を 10 ～ 13℃に
上げて開花，収穫を行う。

枝の整理や，温度管理の考え方や基
本的な作型などは，「春出しトルコギ
キョウ栽培マニュアル」として取り
まとめており，県内で生産振興を進
めた結果，1 ～ 5 月の生産面積は平成
22 年度の 4.9ha から平成 28 年には
7.5ha まで増加した（図 -6）。

　図 -5　出荷時の一例
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　図 -6　トルコギキョウ（1 ～ 5 月出荷作型）作付面積の推移
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2．春期出荷作型（3～5月）
における技術開発

前項で述べたように本県の 3 ～ 4
月出荷におけるブラスチングの発生は
重要な課題であるが，発生を完全に抑
えることは非常に困難である。栽培管
理と花蕾のブラスチングとの関係を調
査した事例としては，発蕾期前後の施
肥管理（牛尾ら　2010），電照管理（工
藤ら　2012），二酸化炭素の施用（福
島ら　2009; 牛尾ら　2009）などの
報告があり，今回は本試験場で平成
24 ～ 25 年に行った，春期出荷作型
における電照管理と温度管理がブラス
チングの発生に及ぼす影響について調
査した事例を紹介する。

（1）電照に用いる光源と電照方法

頂花蕾の発蕾以降，日没から日の出
まで電照を行う終夜照明の条件下にお
いて，光源として，赤色光 LED（ピー
ク波長 630nm，以下 R 区），遠赤色
LED（ピーク波長 730nm，以下 FR
区）および無電照の 3 つの試験区を
設定し，発蕾期以降の電照に用いる光
源がブラスチングの発生に及ぼす影響
を調査した（図 -7）。9 月 21 日に定
植し，頂花蕾の発蕾までは白熱灯によ
る暗期中断 5 時間処理を行い，試験
区の 5 割以上の株で頂花蕾が確認さ
れた 12 月 25 日より電球を各 LED に

付け替え，発蕾時の主茎上部における
400 ～ 800nm の光強度（PFD）を 4.0
μmol/m2/s となるように電球の高さ
を調節し，試験を開始した。なお頂花
蕾，一次小花については発蕾を確認後，
摘蕾した。「ピッコローサスノー」に
おける有効花蕾数は，FR 区の 5.3 個
に比べ，R 区は 3.6 個と有意に少なく
なった（図 -8）。また，3 輪開花で収
穫した場合の 4 月末までの収穫株率
は，FR 区で 91％であったのに対し，
R 区で 67％，無電照区で 60％であっ
た（データ略）。これらのことから，
発蕾期以降の遠赤色光 LED による終
夜照明は，ブラスチングの発生の軽減
に繋がる可能性が示唆された。熊本
県では，発蕾以降白熱灯（R ／ FR 比
0.82）および蛍光灯（R ／ FR 比 9.25）
を用いて 20 時間の明期延長を行った
場合，有効花蕾数は，白熱灯で無電
照に比べ増加し，蛍光灯は無電照と同
等であったことを報告している（工藤
ら　2012）。本試験で用いた LED は
それぞれ，遠赤色光 LED の R ／ FR
比が 0.01，赤色光 LED の R ／ FR 比
が 245.72 であり，電照時間帯は異な
るものの R ／ FR 比の低い光源による
電照は，R ／ FR 比の高い光源による
電照に比べ，有効花蕾数が増加したと
いう結果は一致している。

次に，R ／ FR 比が低く，比較的安
価に入手可能な白熱灯を用いて，頂花

蕾の発蕾以降から，日没後，暗期中断，
夜明け前および明期延長を各 5 時間
行う区および無電照の 5 つの試験区
を設定し，発蕾期以降の白熱灯による
電照時間帯がブラスチングの発生に及
ぼす影響を調査した。9 月 12 日に定
植し，頂花蕾の発蕾までは白熱灯によ
る暗期中断 5 時間処理を行い，試験
区の 5 割以上の株で頂花蕾が確認さ
れた 12 月 10 日より試験を開始した。
なお，頂花蕾，一次，二次小花につい
ては発蕾を確認後，摘蕾した。「ボレ
ロホワイト」における有効花蕾数は暗
期中断区で 6.3 個，夜明け前区で 5.9
個と無電照区の 4.6 個に比べ有意に多
くなった。また，電照を行った全ての
試験区において 3 月末までの収穫株
率は 100％であり，無電照区の 67％
に比べ高い傾向であった（表 -2）。電
照を行う時間帯とブラスチングの発生
については，数件の報告があるが，試
験時期，光強度，温度管理などの条件
が異なるためか，最適な電照時間帯に
ついては試験事例によって一致した結
果となっていない。しかし，電照を行
うことによって無電照と比べ，有効花
蕾数の増加，切り花品質の向上という
結果は各事例で一致しており，長日植
物であるトルコギキョウでは電照に
よって長日条件とすることがブラスチ
ング発生の軽減に繋がるのではないか
と考えられる。

　図 -7　夜間における電照の様子
左・赤色光 (R)LED，右：遠赤色光 (FR)LED
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　図 -8　 ピッコローサスノー」の有効花蕾数およびブラスチング花蕾数に及ぼす影響
　同花蕾数における異符号間は，Tukey の多重比較検定により 5% 水準で有意差あり
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以上の結果から，発蕾期以降の電
照はブラスチングの発生に影響を与
え，用いる光源としては遠赤色光を多
く含む白熱灯等の光源を用いることが
望ましく，電照を行う時間帯は今回の
試験では暗期中断，夜明け前の効果が
高かったものの，各生産現場の電気容
量，組合せ品目など栽培の実情に合わ
せて，対応することが重要である。

（2）夜間管理温度と換気温度

頂花蕾の発蕾以降から，最低夜温

を 10℃および 5℃で管理する 2 つの
試験区を設定し，発蕾期以降の夜間管
理温度がブラスチングの発生に及ぼす
影響を調査した。9 月 20 日に定植し，
頂花蕾の発蕾までは 12℃加温を行い，
試験区の 5 割以上の株で頂花蕾が確
認された 12 月 25 日より試験を開始
した。なお，頂花蕾，一次小花につい
ては発蕾を確認後，摘蕾した。「ピッ
コローサスノー」における有効花蕾数
は夜温 5℃区の 8.7 個に比べ，10℃
区は 4.8 個と少なくなり，ブラスチン

グ花蕾数は夜温5℃区の1.9個に比べ，
10℃区は 3.6 個と多くなった。また
平均収穫日は，5℃では 10℃に比べ 2
週間程度遅くなったが，4 月 30 日ま
での収穫株率は夜温 5℃区が 96.9%，
10℃区が 84.4% であった（表 -3，図
-9）。二次小花の花芽形成期の栽培温
度とブラスチングの発生を調査した事
例では，昼間管理温度を 30，25℃，
夜間管理温度を 15，10℃として組合
せ試験を行った場合，ブラスチング花
蕾数は夜間 10℃で有意に減少したと
いう報告がある（工藤 2012）。夜間
管理温度の低下とブラスチング発生軽
減の詳細なメカニズムについては明ら
かでないが，地温の低下による窒素吸

(月/日) ±SD

夜温10℃ 3月29日 ±14.9 72.0 72.2 1.6 4.8 3.6 84.4 394.3

夜温5℃ 4月13日 ±8.1 76.0 107.4 2.2 8.7 1.9 96.9 61.3

統計解析 **

t検定により，*は5%水準で，**は1%水準で有意差あり

** **

有効
側枝数

灯油
消費量
（Ｌ）

切花重
（ｇ）

切花長
（ｃｍ）

** ** **

有効
花蕾数

ブラスチング
花蕾数

平均収穫日

　 の コ の および

処理区

切花形質
収穫
株率

（％）

　表 -3　発蕾以降の夜間管理温度が「ピッコローサスノー」の開花および切花品質に及ぼす影響

　図 -9　夜間管理温度試験の開花状況（3 月 14 日撮影）
左畝奥・右畝手前：ピッコローサスノー，左畝手前・右畝奥：ボレロホワイト

節
有効二次
側枝数

（月/日）±SD (本)

3/12 ±6.8 90.2 a 2.5 6.3 a 6.6 b 100.0 a

3/18 ±7.4 86.7 b 2.5 5.3 bc 8.0 a 100.0 a

3/19 ±5.7 86.1 b 2.7 5.9 ab 7.0 ab 100.0 a

3/21 ±4.9 86.1 b 2.4 4.7 c 7.5 ab 100.0 a

3/19 ±5.8 86.5 b 2.4 4.6 c 7.1 ab 66.7 b

n.s.

Tukeyの多重比較検定により同列異文字間に5%水準の有意差あり

収穫株率については，逆正弦変換後のTukeyの多重比較検定結果を示す

* * *分散分析 *

(%)

暗期中断

明期延長

夜明前電照

日没後電照

無電照（対照）

ブラスチング
花蕾数

(cm) (個) (個)

平均収穫日

表-2 発蕾期以降の電照時間帯が「ボレロホワイト」の開花および切り花品質に及ぼす影響

処理区

切り花形質

収穫
株率切り花長

有効
花蕾数

　表 -2　発蕾期以降の電照時間帯が「ボレロホワイト」の開花および切り花品質に及ぼす影響
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収の抑制，夜間の呼吸量の低下による
光合成同化産物の消費量の低下などが
関与している可能性が考えられる。

次に，頂花蕾の発蕾以降から，換気
温度を 35℃，30℃，25℃に設定した
3 つの試験区を設定し，発蕾期以降の
昼間換気温度がブラスチングの発生に
及ぼす影響を調査した。9 月 12 日に
定植し，頂花蕾の発蕾までは 12℃加温
を行い，試験区の 5 割以上の株で頂花
蕾が確認された 12 月 10 日より試験を
開始した。なお，頂花蕾，一次，二次
小花については発蕾を確認後，摘蕾し
た。「ピッコローサスノー」では有効
花蕾数は，換気温度 25℃区では 5.9 個
と 35℃区の 3.5 個に比べ増加し，ブ
ラスチング花蕾数は 25℃区で 3.8 個
と 35℃区の 6.5 個に比べ減少した（図
-10，一部データ略）。本試験は，ハウ
ス内に作成した小型トンネルを用いて
試験を行っており，35℃換気設定の小
部屋では，曇天日の日中はサイドが開
かず密閉状態となることが多く，小部
屋内の炭酸ガス濃度が低下し，ブラス
チングが多発した可能性が考えられる。

以上の結果から，夜間の管理温度は
ブラスチングの発生に影響を与え，夜

温 5℃では開花は遅れるものの，有効
花蕾数は増加しブラスチング花蕾は減
少する。また，換気温度については，
25℃設定とすることで，35℃換気と
比べ有効花蕾数は増加し，ブラスチン
グ花蕾数は減少することが明らかとな
り，日中の温度確保のための過度な蒸
し込みはブラスチングを助長する可能
性が示唆された。

なお，24，25 年に行った試験は，
前項で紹介した福岡県における「低コ
スト春期出荷作型」を念頭に 9 月に
定植を行い，年内に頂花蕾を発蕾させ，
冬季を低温で管理する作型における技
術確立を目的に試験を行った。

おわりに

トルコギキョウは多くの種苗メー
カー，個人育種家によって盛んに育種が
行われており，花色のバリエーション，
適応する作型，産地も多様化している。
しかしながら，ブラスチングや奇形花の
発生，高温期の切り花品質の向上など解
決すべき生産上の課題は多く残されてい
る。また，整枝，摘蕾作業など手間のか
かる品目であり，生産規模の拡大を行う

上では，より省力的な生産方法，品種の
開発も望まれる。今後更なる技術開発が
進み，より多くの場面で消費者の目に触
れる機会が増え，キク，バラ，カーネー
ション，ユリと並ぶ切り花品目となるこ
とを期待したい。
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　図 -10　  発蕾期以降の換気温度がトルコギキョウ各次小花
のブラスチングに及ぼす影響

　　　　　   同品種，同次小花における異符号間は，Tukey
の多重比較検定により 5% 水準で有意差あり

　 


